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　複合語（compound）が文法の中で扱いにくい間題の一つであることは確かである。

それは，伝統文法で言えば，統語論（syntax）と語彙論（1exicology）の両方の間題

を形態論（morphology）の中に含んでいるからである。つまり，文（sentence）あ

るいは単語（word）のいずれか一方のみにおいては扱いえず，その両面的な接近法

が必要となってくる。もちろん，語形成（word－fomlatlon）という分野を別に設け

て，統語論を加味しながら形態論的に扱おうとする方法が一般的であるのだが，すで

に存在している複合語をその内的な構造（および意味）に従って分類するという形に

落ちつきがちである。この方針は，Kozio1（1937），Jespersen（1942）はもちろん

Marchand（1969），guirk　et　al，（1972），Adams（1973）のように構造言語学や変形

生成文法の影響を程度のちがいはあっても受けている場合でも，伝統文法的扱いの中

では共通しているものと思われる。もちろん，その形成自体に何らかの統語論的関係

を認め，形成語の文法性（grammaticallty，grammaticalness）畢こ注意を向け，より

一般性のある理解を目ざすような方向に進んでいることは明らかであるが，9uirk　et

a1．（1972）に見られるように，しばしば語形成は文法の付録（Appendix）としてし

か扱われず，文法体系の中の位置づけが不明瞭であってしかも綜合性や説得力に欠け

る，点があることは認，めざるをえない。

　これに対して，変形生成文法が伝統文法において扱われてきた領域をすぺて理論的

に解明しているわけではないことは，もちろん言うまでもない。手がつけられている

のは，複合名詞（Lees1960），一部の派生語（Chapin1967；Ljung1970），複合形

容詞（Meys1975）などであって，しかもそれらの結果がすべて変形理論における共
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通の知識として確立しているわけでもない。また，語形成に関することがらはそれぞ

れの理論の正当性を主張するための資料としての価値しか与えられていない，という

印象を受けることもしばしぱある。統語論にとっては語彙に対して従属的な役割を与

えることが当然なのか，あるいはそれ以上のものを与えることができないのかは不明

であるが，語彙の方向からの接近法も考えられて当然である。語形成研究にとって変

形理論の中で特に重要と思えることはレキシコン（1exicon）の構造・機能に関する

ことであり，Chomsky（1970）で派生名詞類（derived　nominal）は動名詞的名詞類

（genmdivc　nomlna1）とは違って変形ではなく基底部（base）の規則によって導き出

されると主張されたr語彙論的仮説（lcxlcalist　hypothesls）」は十分に検討されなく

てはならない。また意味の点でイディオム（i（llom）との関連性が論じられることに

なろう。

　複合語とは何かという問に対して，伝統文法では‘‘we　have　a　compound　lf　the

mcaning　of　the　whole　canllot　bc　logically　（ieく1uced　from　thc　mcaning　of　the

clemellts　separately”（Jesperse111942，P。137）という意味を中心にした基準（言い

替えれぱ，表面的な統語論では扱えないので意味を基準にした）がしばしば考えられ

てきたし，また構造言語学では強勢（strCSS）が特に重要視されていたのだが，これ

らは特に複合名詞を対象としたものであった（もちろん複合形容詞では強勢は問題

にされないということではない1たとえぱKingdon1958を参照せよ）。確かに，

darkrOOmは暗くないこともあろうし，redcal）は帽子ではない。ところが上記の基

準から言うと

（1）a耽ん一5鋤・嵐知π7適o’θ4animal

（2）Heisa翻」一肋o翻writcr．
（3）5凹8θ’一5”38伽38’％δθ一5ノ’妙θ4Howcrs

のようなものはr複合語」とは認めがたい。というのは，はじめてこれらのr複合

語」を見た者でもその構成要素問の（統語論的）関係を認めることができ意味を決定

できるように思えるからである。特に（1）の揚合は，aspectacledman，abalconied

houscなどと同種の派生として派生接尾辞一edが単語ではなくて句（phrase）に付

いたものと考えることができる。また，bigger－sized，klndest－heartedのように第一

要素の形容詞は比較級・最上級となることがある。すると，これは複合ではなく派

生，特に句派生（phrasal　derlvatlon）ということになる（Cf．guirk　et　a1、，P．981；

Marchalld，pp・264－5）。また（2）においても

　（4）　　These　are　ω6JZδγo％8み≠麗ρ　ch亘1dren．



　36

　（5）　I　received　a6αγ吻」砂ぴ歪∫枷1etter　from　Tom。

などと同様に派生された句であり，（3）は

（6）　flowcrs　which　smell　sweet

（7）伽一hkh｛欝謙｝1i一憾

から導くことになろう。ただ（2）の揚合，best－knownに対してmost　well－kllown

（“oneoftheirmostwe11－knownphysicalpeculiaritlesン’IP％δ3）と語としての特

徴を示す揚合もあり，まだ検討の余地はある。同様のことは複合名詞にも言える。た

とえば，a　man－eater，a　history　teacherはもちろんのこと，doorbe11，doorhandle・

door－knobのような揚合でも統語論的関係を認めうるかもしれ’ない（Cf・Lees1960）。

そうとすれば，複合語は名詞も形容詞もその派生においてかなり共通した性質を有し

ていると結論づけることができる。そして，複合語は意味上の規準よりもむしろ機能

上のものとして‘‘isolated　multibase　units　which　function　as　sillgle　words　and

reflect　certain　grammatlcal　processes”（guirk　et　aL，P・1020）のような定義にひ

とまず落ちつくことになろう。ただし，複合語とそうでないもの（句や派生語）との

間に明確な区別が絶対に必要かどうかは考えてみる必要がある。言語が総合的な活動

であるのならその区別は恣意的になりがちであるが，複合語が変形によるものとして

特有な規則（あるいは一連の規則の特有な組み合せ）を必要とするのなら区別の意味

がある。しかし，かなり一般性の高い規則で処理されることになれば，区別それ自体

が可能であってもあまり重要性はないと言えよう。

　複合語（および派生語）が統語論的に扱われるにはその文法性が問題にされなくて

はならない。そして，文の場合と同じく，文法的か非文法的かという二者択一ではな

く，文法性の度合い（degree　of　grammaticalness）によって考えることになろう（Cf，

Chomsky1965，PP。148－53）。しかし，後でみるように，文の文法性と複合語の文法

性は平行的に（少なくとも一見したところでは）規則的に対応しているわけではない。

そして複合語においても逸脱性（deviance）の度合いが高いと思われるものもあるだ

ろうし（たとえば，臨時語（nonce　word）などでしぱしば見られ’よう），正しく文法

性の度合いを考えることはかなり困難を伴うように思われる。それは，文における場

合よりもそのr表面構造」（surfacestructure）」はずっと簡単に見えるがゆえにr根

底にある構造（underlying　structure）」はそれだけ多様であると思われるからである。

さらには，語としての働きを有しているからであろうか，暗喩的な（metaphorical）

あるいはイディオム的な（1（iiomatic）意味になることのほうがむしろ自然であると
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さえ、思われる。また，すでに確立した（estabhshed）複合語が個々の構成要素の変

化とは別に継承されることが決してめずらしいことではない（たとえばwoman，

husband，breakfastなど）ことをみると，現代英語においても将来独立した語とな

る潜在予備軍があり中には顕在化しつつあるものがあることは当然の帰結である。こ

のように，いわゆるr単語（single　word）」では音韻的理由以外にはほとんど間題に

されることのない文法性が複合語では重要になってくるのは，その派生に関してある

種の規則性を想定しているからである。しかし，ある種の複合語が使われ，るあるい

は使われないということは，はたしてその文法性によるものかあるいは容認可能性

（acceptability）によるものかは即座に判断することがむずかしい（たとえぱ，mid－

dle－agedに対してyoung［01d］一agedは不可，madmanに対してsalleman，shyman

は不可）。このような疑問は派生語（derlvatlvc）にもあてはまり（たとえぱ，unhappy，

waspish，to　dmm　lこ対してmsad，antish，to　p・anoは不可），近代古典語系複合語

（Neoclasslca正compoulld），混交（blend）などの例を見るとさらに高まってくる。も

し，複合語や派生語を作る規則がすべての文法的な語を生成しかつ文法的な語のみを

生成するように作られなくてはならないのなら，容認可能性との区別をはっきりしな

くてはならない。現在広く一般に使われている複合語の中には容認可能であるが非文

法的なものがあると考えることができるだろうか。もちろん，規則化できないから非

文法的なのだと考えることはできないし，「特異的（idiosyncratic）」なものが非文法

的なのではありえない。これとは逆に，広く一般に使われるものはすべて文法的に適

格であると仮定してみよう。そうすると，いわゆる「新語（neologism，ncw　word）」

の多くはすでに文法的に予測可能であるような規則を作らなくてはならない。しかし，

多くの新語をみていると，このような規則を作ることは少なくとも現状ではまず不可

能である。新語の中には社会の変化なり科学の発展に伴って生れたものが非常に多く，

我々が将来を正確に詳細に見ることができない以上，新語を予測することもやはりで

きないからである。このような前提に立って複合語を考えてみると，その文法性はあ

る程度限られたものにしか言うことができない。つまり社会の変化などに関係する複

合語については文法性を言うことができない。しかし，新語を生み出すこと自体は言

語活動であり，しかも共時論的問題である以上，語を生成するしくみに強い制限を加

えることはできない。それゆえ複合語の規則は文の規則とはかなりの部分で一致する

としてもまったく同様ではありえず，より柔軟性に富むものとなろう。さもなけれ

ば，共時論的原則に基づいて言語を考えることができなくなるからである（Cf．桜井

1971）。
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　複合形容詞の揚合，その構造は一般に複合名詞ほどは多様性に富んでいないと考え

られている。もしこのことが事実だとするのなら，複合形容詞には特に第二要素に分

詞・派生語など形態的特徴を持つものが多いこと，および程度の差かもしれないが言

語外の世界との関係が複合名詞ほど強くないことがあげられよう。しかし，複合名詞

の揚合と同じく，これまでにそれぞれ特徴のあるいろいろな分類がなされてきた。そ

こで，ここではそれらの分類のいくつかを概観してみることとする。英語において特

に注目に価すると思われるものは，Kozio1（1937），Marchand（1969），guirk　et　al．

（1972），Adams（1973），Meys（1975）であろう（なおこの章では，それぞれK・Ma・

9，A，Mcと略記することがある）。Jespersel1（1942）（以下」と略記）は，興味深

い考察が随所に見られるのだが，Maの原型と思えるので別個にはとりあげない。

Hatcher（1951）は近代ラテン語系複合語（Neo－Latill　compound）のみを扱ったも

ので，ここでは考察を割愛する。なお，9は文法全体の中で，K，Ma，Aは語形成

の中で，Meは複合形容詞としてまとめられたもので，観点および対象の中心がそれ

ぞれ異なっているが，もちろん特殊な領域を中心とすればそれだけ一般性に欠けると

ヤ、うことにはならなヤ、。

　Kは，通時論・共時論の区別はされ，ていないが，英語の語形成（Wortbildungslchre）

に関してはじめて体系だててまとめられた研究であって，伝統文法における本格的な

英語語形成論はここから出発していると言えよう。Kによると，複合形容詞（Zusam－

mengesetzc　Adjektiva）は大きく12に，下位区分をして19に分けられる（§§138－

64）。それ，らを例（ここでは現代英語に限る）を添えて示すと，

1。実詞＋形容詞（heaven－bright）

2．形容詞＋形容詞（bitter－sweet）

3．数詞＋形容詞（thrice－noble）

4．副詞＋形容詞（over－bold）

5．動詞＋形容詞（tire－some）

6。　実言司十実言司　（1ife－size）

7．形容詞／数詞＋実詞（mad－brain，three－foot）

8．派生接辞一edが付くもの
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　a）　形容詞十実詞（dark－eyed）

　b）　数詞＋実詞（one－eyed）

　c）　　畠り言司十実言司　（we11－temPere（1）

　d）　実詞＋実詞（swεdlow－ta重1ed）

9．動詞十実詞（break－neck）

10，分詞が付くもの

a）

b）

c）

d）

e）

実詞十現在分詞（sou1－shaking）

実詞＋過去分詞（wind－dried）

形容詞／数詞／副詞十現在分詞（wide－spτeading，forthcoming）

形容詞／数詞／副詞十過去分詞（clean－cut，all－abhorred，wel1－bred）

過去分詞十前置詞（fa11en－of）

11．接続詞によるグループ（cut－and－dr三ed，deaf　and　dumb）

12，その他の結合グループ（old－maidish，the　to－and－fro－conHicting　wind）

となる。全体として形容詞の働きをするものを複合形容詞として，その構成要素の品

詞（および屈折・派生）によって分類したものである。だが，3，5はrあまりない」

r非常にまれ」とだけのべて，現在では非生産的なものにもかかわらず歴史的理由の

ために並べられている。5は現在からみれば派生語に入るのだが，中にはbuxomも

例として含まれている。さらに，数詞（Numerale）にはone，thrice，aII，manyな

どが含まれて品詞分類そのものにも問題があろう。

　Ma（PI）・84－95）における複合形容詞はかなり限定されている。これは，形態にか

なり重きをおいたJを基本的には踏襲したものであろうが，第一要素に実詞・代名

詞・形容詞，第二要素に形容詞・現在分詞（Maの用語では丘rstparticiple）・過去

分詞（Maではsecond　participle）がくるもののみを複合形容詞とする。つまり，

第二要素が形容される名詞の主要語に対して形容詞的な働きを持たないもの（たとえ

ばooJo吻5∫cloth）はそれが全体として形容詞であっても複合形容詞とは考えない

（pp，14－5）。Jでは大きく（1）実詞十形容詞／分詞，（2）代名詞十形容詞／分詞，

（3）形容詞十形容詞，（4）不変化詞（partlde）／分詞，と分かれていたのだが，Ma

は処格的不変化詞（10cative　particle）を第一要素とする結合語は晶詞を問わず別扱

いになっており（pp，109－121），far－fetchedのfarは形容詞に含まれ．る。なお，」

の（3）には形容詞十分詞も含まれる。さらに，代名詞とは」ではallのみをあげ，

Maではallおよぴselfのみである。Maは強勢の型も考慮に入れて，以上のよう



　40

な要素の組み合せにより次のように全部で大きく9つの型に分けられている。

1
2
3
4
5
6
7
8
9

実詞十形容詞（c610rbhnd／grゑss－gr6en）

代名詞十形容詞（s61f－adaptive／all一まble）

形容詞十形容詞（icy－c61d／Anglo－N6rman）

実詞十現在分詞（h6art－br6ak・ng／6cean－g6ing）

代名詞十現在分詞（ゑH－s6eing／s61f－advertlsing）

形容詞十現在分詞（6asy－g6illg）

実詞十過去分詞（mゑn－m甜e）

代名詞十過去分詞（all－abh6rred／s61f－nlade）

形容詞十過去分詞（high－b6m）

Maにおいての主たる目的は“tomustratethosederivativetypeswhlchcharacterize

thc　Present一（1ay　English　Iinguistic　system”（p・8）であるから，Kのようにtiresome

などを複合語に入れることはしない。またKの（8）にあるdark－eyedなどは派生

接尾辞一edのところ（pp・265－67）で扱われることになる。一見するときわめてす

っきりとした分類になっているようだが，hard－workillg，far－reachillgが6に入れ

られ，oncoming，overanxiousは第一要素が不変化詞という理由でこの分類の対象か

らはずされ，さらにr代名詞」とわざわざあげられているものは，実際にはall一と

self一のみでむしろこの語形を表わすために無理に作った規準と思える。それゆえ，

この分類の内容はそれ’ほど統一がとれているわけではない。また，先ほどのcolorfast

などをr形容詞化された文（adjectivlzedsentence）」と言うのだが（p，15），それな

らば少なくとも分詞を第二要素に持つものにも同じことが言える。そして，表面的に

第二要素と名詞主要語とが述部一主語の関係になっていない，つまり構造言語学的に

言えば内心的構造（endocentriccollstructlon）でない，からといって除くことに妥

当性があるだろうか。またこの反対に，明らかにこの規準に合わないfair－spokenな

どを，単に第二要素に過去分詞があるからと言って9の型に分類するのは矛盾である。

　9（pp．1027－28）は簡単に表として扱われているだけであるが，表面的な言い替

え（paraphrase）との対応を十分に考慮に入れ，つつ，大きく3つに，さらに区分して

も8つに分けている。これは，初期の変形文法の方法（たとえばLees1960の複合

名詞の方法）に似ている。
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1．動詞と目的語

　1．目的語十一ing分詞（man－eating）

H．動詞と副詞類（adverbia1）

　2．副詞類十一ing分詞（ocean－gohlg）

　3．副詞類十一ed分詞（heartfelt）

　4．形容詞／副詞十一ing分詞（hαrd－working）

　5，形容詞／副詞十一ed分詞（qmck－frozen）

皿．無動詞（verbless）複合語

　6．（関連を示す）名詞十形容詞（class－conscious）

　7．名詞十形容詞（grass－grecn）

　8．等位関係にある形容詞1十形容詞2（Swedish－Amerlcan）

これ‘よ，　1群こは　“X　eats　nlanア’，　2に4よ　“X　goes　across　oceans”　とヤ、うような言し、

替えを中心にして分けたもので，それゆえ表面的には同じ「名詞十一ing分詞」であ

っても1と2に，r名詞十形容詞」は6と7に，またself一が付くものも1では目的

語（self－defcating）に3では副詞類（self－cmployed）に分けられる。もちろんこの

ようなちがいが知られていなかったわけではないが，これまではむしろ下位分類など

で利用されたにすぎず，あくまで形態と品詞が中心であった。また，すべてに文と対

応させた点が特徴的であって，それゆえ文の種類に従って大きく3つに分けられそれ

から言い替えによって形態などとの対応を見ている（このことは複合名詞の揚合も同

様である）。なお，複合語とされているものは，ほぼMaと同じである。

　A（PP、92－101）は，複合形容詞をより広い範囲でとらえているという点でKに

似たところがあるが，その分類規準にはいろいろなものがあり，それらを組み合わせ

て細かな分類を行なっている（大きく10，下位分類で27になる）。なお，不変化詞

を第一要素とするものは別に扱う（pp，113一）。

1，付加詞（adjunct）一動詞

　A　副詞十形容詞（evergrce11）

　B　副詞十動詞十一mg（a・他動詞far－seeing，b・自動詞easy－going）

　C　副詞十動詞十一ed＝1．能動的（a・hard－bitten，b・high－nown）／2・（a・（受

　動的）clean－shaven，b．full一且edged）

II．主語一動詞／補語

　A名詞十動詞十一ed（a・communist－jn佃trated，b・c「est｝fallen）
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　B．名言司十ヲ彰容詞（colQrfast，self－comPlacent）

皿．動詞一目的語

　A．名詞十動詞十一in9（a11－embracin9）

　B．名詞十動詞的形容詞（germ－resistant）

　C，名詞十動詞十一ed（air－conditiolled）

IV．同格的（foolish－witty）

V，呉格的

　A．名詞十形容詞（bOmb－happy）

　B．名詞十動詞十一ed（air－bome）

w．処格的

　A，処格名詞十形容詞（world－famous）

　B．処格名詞十動詞十一ed（country－bred）

皿．比較的

　A・強意的：1・名詞十形容詞（crysta1－clear）／2・動詞十一mg十形容詞（freezing

　cold）

　B，特殊化的；L名詞＋色彩形容詞（ash　blond）／2・名詞十範囲または計測の

　形容詞（day－long，knee－deep）

、皿。前置詞的

　A．名詞十形容詞（accidellt－pronc）

　B。名詞十動詞十一ed（cana1－built）

IX．派生的（broad－mmded，chicken－hea「ted）

X．名詞的限定詞

　A．動詞十目的語名詞（catch－pelmy）

　B。その他（a11－time，white－collar）

この分類の規準は独創的ではあるのだが，格（case）・品詞・形態・意味などとさま

ざまなものが動員されており，この点で理論的とは言いかねる。Aが複合名詞の分

類のところで‘‘This　classi丘cation　is　not　a‘tidy’one：that　is　to　say，va「ious

〔1庶erentwaysofanalyFsingtheexamplesareuse（1”。（P，61）といったことはその

ままこの場合にもあてはまる。しかるに，察するところ直観的に分けられた（つまり

結論が先にきている）資料に対していろいろと規準を考えていったらしく，いろいろ

な観点から批判はできるのだが，言語的事実の観察については資するところが大きい。

Me（pp，125－203）は全巻を複合形容詞にあてているので最も詳しいのは当然のこ
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とであり，変形生成文法の枠の中でその成果を十分に利用したという点で特徴的であ

る。方法としては，まずr言い替え可能性の条件（phr閑abilityconditi（）ns）」（p，

85）に立って複合語の認定と分類を行ない，根底にある構造とそれに適用される変形

規則のちがいによって型（pattem）に分類されている。もちろん，他の分類と似た

ところも少なくないのだが，表面構造によるもの（1），105にその例が示されている）

ではない。それゆえ，複合形容詞を単独では考えず常に文との対応によって扱オ）れて

いる（例も，名詞句の中であるいは文の補語という形をとっている）。複合語の認定

については，Maや9よりは広く，Kよりはやや狭い。そして，表面的には一見し

て区別のつかない多くの構造を区別している。たとえば，herchlldbearhlgage，casy－

going　habitsなどは複合名詞（の限定的用法），a　goatee－bearded　reportcr，a（loublc－

barrelled　gunなどは派生的結合（derivative　combinatjon）としている。型は大きく

A－Eまでの5つに，下位分類が33となる（なお，複合名詞・派生的締合などもそ

れぞれ問題となる個所で扱われているが，ここでは省略する）。

A－1．［N十V－il19］，［PRN十V－illg］（a．sun－worshi1）phlg　tourists／b、law－abi（L

　ing　citizens／c。a　self－w111ding　watch）

A－2．［ADJ十v－ingコ（plcasant－smcHing　tablet5）

A－3．［ADv十V－ing］（a．the　fast－growing　economy／b，a　slowly－moving　blls）

A－4。［P＋V－in9］（incomingcalls）

B－1．［N十v－en］，⊂PRN十v－en］（a．moth－catcll　clothes／b．the　air－condi－

　tioned　o伍ce／c．the　self一＆ppointe（1committec／（L　a　sealed－for－lifc　systcm）

B－2．［ADJ十V－en］（a　ready－made　morality）

B－3．［ADV十V－en］（a，har（1－hit　crops／b，乱much－travelled　busmcssm乱n）

B－4．　［P十v－en］，〔v－en十P］　（a、1aid－off　workcrs／b．thc　brokel1一（10wn　car／c。

　the　up－swept　lme）

C－1．［ADJ十V］（his〔lifhclllt－to－master　lallguagc）

c－2．［N十ADJ］，［PRN十ADJ］（a．his　troublc－free　ideas／b．the　centuries－01（i

　marketplace／c．thc　two－year－01d　child／d，a　sclf－conscious　man／e，direct－

　fro111－factory　prices／f．a　spllrious－to－nle（1ecision）

c－3，［ADJ十ADJ］，［ADv十ADJ］（a、the　red－brown　cavem／b．her　pearly－

　grey　hair／c。t）hlish－green　water但。a　fully－adj　ustable　construction）

】）．［P十N］，［P十PRN］（ofLshore五elds）

E－1．［V＋V］（hearsayevidencc）

E－2．［V十N］，［V十PRNコ，［PRK十V］（tcll－tale　footsteps）

E－3．［v十ADJ］（a　drip－dry　shirt）

E－4，［V十ADV］（the　die－hard　civllialls）

E－5．［V十P］（a　tuck－ill　blouse）
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分類方法は9と似ているところがあるが，より深い構造から変形によって派生でき

るものを扱っているので，その範囲ははるかに広い。たとえばD，EはM＆や9

では除かれていた。ただし文から派生させるのでv（動詞），ADJ（形容詞），P（前

認詞）＋N（名詞）のいずれかは含むことになる（なお，PRNは左枝分れ（left－

1）ranchillg）の揚合は前置詞が削除される前置詞付名詞）。この点で派生句と区別され

ている。全体としては変形生成文法によっているが，書かれた資料を集めて分類して

いることなどは伝統文法的であるし，複合形容詞の個々の例の強勢についてはMa

やAのほうが注目している（もちろん，音韻論における複合語規則についてはpp，

89－93でふれている）。ただ，理論的には最も考察されているとは言っても，相対的

にそラ言えるのであって，当然限界はありまた多くの問題が残されている。このよう

に文から複合語を派生させることが変形文法学者のすぺてが認めているわけではない

し，句構造規則と変形規則が複合語の生産性と文法性を説明できるというMcの立

揚が十分証明されているのでもない。また，レキシコンは記憶されるもので統語部門

のみが創造的という考え方への批判（Cf・Jackendo丘1975）もこれから検討されな

くてはならない。Meでは暗喩的な意味については‘‘itdoesnot，on　the　whole，

scem　to　bc　possible　to　pre（lict　for　posslble　NOVEL　metaphoτical　compoun（1s

what　characteristic　of　the　conccpts　jnvolved　is　gdng　to　l）e　selecte（1”　（P。202）　と

言うし，特異的な複合語には‘‘familiarity　breeds　idiosyncrasy”（p・203）と述ぺて

はいるが，いずれもこの研究ではほとんどふれられていない。はたしてこのような図

式が正しいかどうかはわからないが，これから意味論的な接近が重要となってこよう

し，また理論的な修正が常になされている方法によった研究であるから，これはあく

まで中間報告という性格を持っているのは言うまでもない。

皿

　これまで，複合語の扱いにおけるいくつかの問題点を指摘し，またいろいろな分類

の特徴をみてきた。そこで，r句派生」をも含めた複合形容詞の生産性と文法性に関

係する規則性について，いくつかの型をとりあげて検討することにしたい。伝統文法

においても複合形容詞が（表面構造の）文あるいは文の一部と統語論的関係があるこ

とはその分類規準に利用していたし，変形生成文法のようにまずr文」からはじまる

句構造規則を持つならば，根底にある構造から派生させることはいくつかの利点があ

るにちがいない。しかし，それだけではたして説明できるかどうかも問題があろう。
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　まず，きわめて生産的であろうと思える型の～一lookingを例にとってみよう。こ

れは前章の分類型でいえぱ1〈ozio1（10－c），Marchand（6），guirk　et　al．（4），Mcys

（A－2）に入る（なおA（1amsにはなぜかこの型は含まれていない）。

（8）a・a器lhl卯1－

　　　b・・p・㎞…　隅｝

　　　・・a画…蛤｛謡証牒｝

　　　d・a｛認膿｝P・1一

のdにおけるfoolish－100kingの文法性・意味・形態はb（正確にはbに近い根底

にある構造だが間題の起きない限りこのような言い方をする）に由来するものであり，

＊ruraレ100kingの非文法性（ungrammaticality）もbに求めることができるかもし

れない。同様に，＊a　mere－looking　ki（1，＊an　old－100killg　school（‘‘former　schoo1”

の意味で），＊a　distant－100killg　cousin，＊a　persona1－looking　friend，＊a　tactilc－

100kingorgal1は不適格（i11－formed）であって，adrowsy－100killg　policeman，a

friendly－100killg　sol（1ier，a　usefu1－100king　tool，a　har〔1－100king　surfacc，a　〔lcadly－

100king　cobraは適格（well－formed）であることはきわめて簡潔に説明できるよう

にみえる（以上の例はBolmgcr1967，p，17）。つまり，不適格な複合語の派生を阻

止するにはbにおける文の制限を見れぱよいのであって，bとdとで別々に同じ制

限を示す必要はなくなる。また，同じ型に属すると思われるsme11，tasteにおいても

（9）a・T㎏㎞蔦翻購，y｝

　　　b・・㎞膿濃畿、｝㎞聡

（・・）a・T㎞㎞d伽礪臨，y，｝

　　　b・t礪黙灘㎞、｝㎞d

のようにbの下欄の文法性に疑間があるのはこれが乱から派生された証拠とも考

えられる。さらに，手元にある用例だけを列挙しても

（11）　　an　allclent－looking　hat，　alien－100king　words，　an　angry－looking　mall，

　a　comfortable－looking　man，a　comic－lool｛ing　（1011，a　fierce－looking　man，

　a　foτeign－1（》oking　man，a　ga11としnt－1001｛illg　ship，貧　grotcsqllc－lookmg　objcct，

　a　healthy－lookhlg　child，a　homely－100kmg　old　lady，　a　cluict－100king　o1（1
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　　Iady，a’stupid－look量llg　face；crafty－100king，cross－100king，deceitfuレ100king，

　　gloomy－100killg，nicc－100king，plea、sant－100king，weak－100king，wrctchcd－

　　100king

などがあり，このように生産的であることは文において生産性が高いことを示してい

るのだろう。ついでながら，この型に入る動詞はふつう進行形にならないので，進行

形とは別の規則によることになる。しかし，問題がないわけではない。たとえぱ，

　　（12）　a．The　music　sounds　alike．

　　　　b．thelike－soundingmusic

における語形の相違がある。Meys（p、135）は（12）のalikeにおけるa一につい

て

　　（13）　a，Their　bo〔1ies　are　tal1！1e（1by疏θsun．

　　　　b．thejrsun－tanlledbodies
　　（14）　　a．　The　man　is　conscious　（ゾhhllself．

　　　　b．theself－consciousnla11

における冠詞・前置詞の削除と同様に扱うことを考えているようだが，a一と名詞の

前に来る冠詞・前置詞との間にはどのような文法的共通性が考えられるのだろうか。

またa一の付く叙述形容詞の揚合，たとえばasleepでは

　　（15）　a．The　people　looke〔l　aslecp．

　　　　b．　＊thcslecp－100kh19People

となりMeysの方法も一般性があるか疑問である。次に，

　　（16）　　a．　the　goo（1－looking　Pcrsoll

　　　　b．　the　well－looking　Perso11

において，bのwell－lookh19は現在ではあまり使われることのないと思われる複合

形容詞ではあるが（CO・D，C加’，2わβ75には収録，OEPは“Formerly　very　colllmo11，

butnowlcss　llsualthan　Goo‘」一Joo肋¢8”と注記1｝V帥3にはなし），意味はaと

変わらないのが普通であろう（ただしKingdon1958，p，166では，w611－160king

は‘‘handsomc”、w611－IOokillgは‘‘healthy”と言う）。ところが

　　（17）　　a，　The　person　looks　good，

　　　　b．　The　persoll　looks　wc1L

では，aが“ThepersollhasagoodapPearanc♂であるのに対してbでは“It

looks　as　lf　the　person　ls　we1F’の意味である（Ωulrk　et　aL，P．239）。それならば

w611－160kingはなぜ（17）bではなく（17）aと同じ意味になるのか，また（17）b

と同じ意味になるにはなぜw611－160kingではなくてw611－160kingとならなくては

ならないのだろうか。これを変形によって文から導くことは不可能に見える。
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　こんどは，いわゆるrself－ing形容詞」の揚合をみよう。

。・）一

静
｝
一

　　　　　・一・畦慰｝

　　（19）　　a．　Minnie　dresse（i　herself．

　　　　　b．∬linniedressed，

　　　　　c．＊Minniewasself－dressing、

　　（20）　　a．　Sibyl　behaves　herself．

　　　　　b．＊Sibylisself－behaving，

Chapin（1967，pp，20－47）は，（18）bにおける非文を説明するために文法的であ

るためには総称的であること（／十generic！）をはじめ考えたが，結局（19）のような

中間再帰形（middle　renexive）および（20）のような絶対再帰形（absolute　reHexive）

の2つのみがsELFINGの規則には適用されない（つまり／－mddle／，／－absolute／）

とした。Chapin自身もこの規則の限界を述ぺているが，Chomsky（1970，pp・213－

14）はさらにrself一複合語」全般にわたって

　　（21）　　a。　John　sent　a　self－addresse（1envcloP，

　　　　　b，This　is　clearly　a　self－inflicte（1wound．

　　　　　c．The　prophecy　is　sclf－fulfi11ing、

　　　　　d．　Confrolltatioll＄　bet、、・een　studcnts　and　adnlinistratioll　arc　　sclf－

　　　　　　generati119。

　　　　　e．　John　is　self－educate【L

　　　　　f．　J　ohn’s　remarks　are　self－congratulatory、

　　　　　9。　John’s　actions　are　self－destructivc・

の例をあげて，これらは統語上の起源（source）のない（無理に作れぱ意味を成さな

かったり，非文法的になる）文に起こりうることを理由にr語彙的立場」の根拠の一

つとした。しかしMeys（PP．46－52）は，まずa－cはChomskyの言うr動名詞

的名詞類」，f－gはr派生名詞類」のようなもので，少なくともa－cは変形によっ

て派生されたものと考える。また論理的な意味関係ではなく文法的に根底にある構造

から派生できるかを問題にすぺきであると述べ，Cに対しては

　　（22）　The　prophecy　fulmls　itself。

という適格な文が考えられるし，a，bをそれぞれ‘ごcditor－addressedletters”，‘‘encmy－

innicted　wounds”と対比しつつ

　　（23）　a．SomeoneI　ad（lressed　thc　envelop　to　somconei．
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　　　　　b．Someonei　inflictedthewoundsonsomeonei．

からの派生を提案し，eについては

　　（24）　a．＊John　was　cducated　by　himself．

　　　　b．John　was　educate（i　by　hims61f．

におけるaではなくbのr強意形（emphaticform）」（Cf，Posta11971，pp．230－

39）から派生できると言う。しかし，このような方法がその揚限りのものとならない

ためには

　　（25）　　a。　Harry　shave（1himself．

　　　　　b．　Harry　was　shave（1by　hims61f，

　　　　　c．　‡Harry　was　self－shaven．

のような制限も定式化されなくてはならない。

　また，きわめて生産的であることがよく知られているred－hairedなどのいわゆる

r並置綜合複合語（parasynthetic　compoulld）」を例にとってみよう。すでにこの型

はr複合語」に含めない立揚が多いことをみてきたが，共通する問題を含んでいると

思われるのでここで扱うことにする。これは

　　（26）　a．The　hat　has　a　narrow　brim．

　　　　b．the　hat　with　a　narrow　brim

　　　　c，　the　narrow－brimmed　hat

におけるcの構造であり，一般に“have”を含むaのような文に対応すると考え

られる。しかし‘‘have”を含む文のすぺてがcのように言い替えられないことも明

らかであり，

　（27）　a．The　man　has　a　blue　caL

　　　　b．　＊theblue－carredman

　　　　c．The　ma，n　has　two　brothers．

　　　　d．＊the　two－brothere（1man

におけるb，dは不適格である。他にも，＊strollg－angered，宰weak－joyedなどの例

をみるとこの型の派生が可能となる名詞または名詞句には一定の制限が考えられる。

Adams（P，100）は“One　group　of　Derivational　adjective　compounds　contains　a

hum＆110ranimalattribute，mcntalorphysjcal，assecond　element”と述ぺてい

るが，a　Hat－roofe（1house，a　right－angle（1triangle，a　medium－size（1horse，a

steep－sidedchamel，along－handledtoo1をみるとこの名詞はr譲渡不可能の名

詞（inEしlienable　noun）」と思われる。Fillmore（1968，PP，61－81）およびChomsky

（1970，pp・200－1）は，特に属格名詞について，この譲渡不可能な所有が関係してい
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るとして，英語においても譲渡可能な所有と区別することを述ぺている。彼らの言う

ものは，身体の部分・精神的属性に加えて親族関係を示す語まで含むのだが，少なく

とも英語の並置綜合複合語の揚合には親族関係の語が含まれないことは（27）dの

例を見れば明らかである。また＊ahaired［headed，nosed，1e99ed］ma11，＊an　eyed

man，＊a　paged　book，＊a　slzed　family，＊a　featured　gir1がいずれも不適格であり

a　legged　（1esk，an　eyed　needle，an　eared　owl，　the　fingered　roots　of　giallt　trees

（H1め3）は適格であること（なおこの揚合，譲渡不可能なものではないので，当然

比喩的な意味になる），また＊a　doored　houseは不可であるがa　balcollied［veran－

dahed］house，a　dresser　with　doored　compartments（｝7帥3）は可であることを見

ると，この区別にはかなりの妥当性があるように思える（Cf。Hirtle1970；Ljung

1970，pp，79－80；Ljung1974，pp、81－3）。とすれば，派生接尾辞一edは単一名詞

の揚合は，譲渡不可能なものには付かず，形容詞＋名詞の場合その名詞は譲渡不可能

なものとなる。この両方の揚合をまとめるとなると，譲渡可能一不可能という規準よ

りも，r付随性（incidencc）」（Hlrtle1970）の程度を考えたほうがよいだろう（＊an

cyed　man；？a　two－e｝「ed　manl　a　one－eyed　mall，a　blue－eyed　manを比較せよ）。

そうすれぱ，a　no－coated　cabman，a　white－sPotted　red　coatにおける説明が可能

となるかもしれない。

　「付随性」だけでは不十分であることは

（28）a・T㎞一幡a　n｛劉

　　　b・t一㎞一｛鞭｝…

のような例を説明できないことから明らかである。Mitchel1（1966，pp・346－7）は，

broken－heartedが可能で＊broken－amledが不可能なのは，後者が暗喩的ではない

からであると言う。これによれば，まず第一要素に分詞的な一ed，一enがある揚合は

非文法的になるが（たとえば，＊damaged－fronted，＊cmshed－1egged），分詞的でない

一el1は可能である（たとえば，且axe11－haired，waxen－faced）。また，第一要素に一y，

一el1を含んだ揚合（たとえば，glassy－eyed，mealy－mouthed）はr暗喩（metaphor）」

であり，glassy－eyed，＊glass－eyed（義眼の）の文法性の相違も暗喩的であるかない

かに基づくとしている。しかし，それでは，＊glass－eyedがなぜglassy－eyedと同じ

暗喩的意味を持つと仮定しても文法的ではないのだろうか（Cf．almond－eyed，eagle－

eyed，1ynx－eyed）。また，cloven－footedの揚合のclovenをcleaveの過去分詞で



　50

はなく形容詞としたとしても，broken－backed，broken－kneed，broken－mouthed（こ

れらの意味はH勅3を参照）までもr暗喩的」とするのならr暗喩」の規準をどこ

に求めたらよいだろうか。さらに，

（29）・・T㎞一臨｛弘濫鑑、nd，｝

　　　　b・t㎞｛濫禦、｝一・

　（30）　　a。　The　man　has　a　long　head，

　　　　b。the　long－hea（ied　man

をみると（29）ではいずれもr暗喩的」である。しかし“having　an　absent　mind”

とはふつうは言わない（Adams，p．100）。また，（30）の揚合は，aは文字通りの意

味のみであるが，bは比喩的な意味のみである．（Adams，p・190）。次に，．

　（31）　＆．The　boy　has　blue　eyes．

　　　　b．　the　blue－eyed　boy

では，bのみが多義で暗喩的意味（‘‘favorite，darlillg”10ED5πρρ」θを見よ）があ

る（この種は多い；fair－haired、10ng－faced，long－haire“など）。さらに1ヰlvrong－

headedのように根底にある動詞句（または文）を想定できないものがある。これら

をまとめると，暗喩には暗喩性の度合い（degree　of　mctaphoricalness）があり，そ

の程度が特に高いものは義務的に形容詞化されることになる。つまり

　（32）a．small－minded

　　　　b．absent－mindcd
　　　　c．　wrong－headed

の3種が認められ，aは動詞句としても可能なもの，bはふつう形容詞化されるも

の，cは義務的に形容詞化されるものとなる。また（31）のようなものは，暗喩的意

味のみがcに入ることとなる。ところが，ぐ32）cに入るものを根底にある構造から

派生させるとするのなら，非文法的な文を句構造規則と変形規則によって作り出さな

くてはならなくなる（この点において，tokick　thebucketとかtopuHapersol17s

legのようなイディオムとは扱いを同じにするわけにはいかない）。さらに，（30）に

おいて，aはなぜ形容詞化がされないのか，どいう問題も生じてくる。これまで，暗

喩性をr形容詞＋名詞」（特に形容詞）の問題としてとらえてきたが，

　　（33）　　a．　＊The　musical　compositlon’h＆s　four　han（ls．

　　　　b．thefour－han（1cdmusicalcomposition

をみると，aの‘‘four・hands”には暗喩性はほとんどない（もちろんr4本の手」で

はなく「2人」という意味での暗喩性はある）。
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　　（34）　　εし．　＊The　saw　has　two　hands。

　　　　　b，・．tトetw・一handedsaw

　　（35）a．＊Thecardg邑meh乱sf・urhands．

　　　　　b．the　fou卜handed　card　game

　　（36）　　a，　＊The　race　has　three　legs、

　　　　　b．　the　three－1eggcd　race

（33）よりも（34），（35）のほうがもしかすると程度が高いかもしれないが，問題にな

るのはhandの意味であってtwo，fourではない。これらに比ぺると（36）はより

暗喩的と言えようが，この暗喩性はthree　legsが大いにかかわっているのではない

（cf．athree－leggedst・・1）。また

　　　　　｛　　　　　　　　　　　　．　　　　　、噺

　　（37）a．↑hepitcherhasalefthand，
一』 b，thclc主t－handedpltcher

にしても，a，bが同じ意味とならないことは，L‘‘lcft　halld”に間題があるのではな

い1 なお，bがr左手を持った」の意にならなさのは，前にのべたr付随性」に関係

してくるのかもしれない）。そうすると（33）一（37）では，むしろ“havc”と‘‘一ed”

匡問題があるように思われる。つまり，暗喩性は名詞ではなく動詞句全体について考

えなくてはならない。ところが，（29）の？tQ　have　an　absellt　mm（1よりも（34）

の＊to　h乱vc　two　handsがより暗喩的であるとは，どのようにして決めたらよいで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と
あろうか。伝統文法の方式に従うのならば，特にhandなどと結ぴつくときに派生

接辞一edには“havmg”の他に‘‘requ中ng”、などの意味があると記述すればよいの

かもしれないが，もちろんなぜそうなるのかという答にはなぢないし，一般化とは離

れることなる。次に（30）に関連して

　　（38）　a♂、The　pike　has　a　lollg　head，’（pikc；やりの穂先）

　　　　　b．　the　Iong－headed　pike

では，a，bの意味は同じで暗喩性はないと考えられ，いずれも（30）bのlong－

hcadedの意味にはならない。また（31）に関連して，　a　blue－eyed　boyとa　blue－

eye〔1glr1を比べると，後者が暗喩的になる可能性は少ない（同様に，a　falr－haired

boy　［91d］，a　lo119－h興1red　piamst　［husban（i］　さらには　a　left－hallded　comPHment

［pitcher］ドthe　three－1egged　race［stool］）。・それならば，暗喩性は動詞句にあるので

はなく文ということになる。しかし，中間的にせよ非文法的な構造を文法的な構造と

同じように派生させることには間題があるし，はたして暗喩性の標識を付けて派生さ

せることができるかわからない。これに対して，この暗喩的な意味を派生後の表面構

造において決めることにすれば，暗喩性の度合いによる文法性の相違を言うことがで
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きなくなる。

　最後に，次のような能動・受動の関係が一見すると逆転している例をみよう。

　　（39）　a，a　man　who　speaks　we董1

　　　　　b．＊a　man　who　is　well　spoken（aの受動形として）

　　　　　c．　a　we11－spoken　man

（4・）・・一t一㎞｛躍、黙謙h｝

　　　　　b．？countries　which　speak　English

　　　　　c．　English－speaking　countries

それぞれCに対してはbではなくaが対応するものと思われる。（39）の場合，

他にもbroad一，civil一，fair一，free一，out一，plain一，short一，soft一（以上Marchand，p・

94）l　grumy一，quiet一（以上Meys，p．166）が可能であることを見るとかなり生産的

であると思えるし，（40）においてcountriesではなくregionならばほとんどすぺ

ての言語名と結ぴつく。もちろん，welレspoken　words（π■θ63）あるいはEngllsh－

speaking　peoplesならぱ文との対応を認めることがそれ’ほどむずかしくはないが，

（39），（40）においてa今bという変形はまず無理であろうし，少数の特定の語にだ

けa今cを認めることは例外を扱う便法であってこの派生を説明はしていない。同

じく

　　（41）　　a．　This　passage　is　well　read。

　　　　　b．this　well－rea（1passage

　　　　　c．He　is　wel豆一read　ln　English　literature．

　　　　　d．thewe11－rea〔1ma，n

のc，dは（39）と同じむずかしさがある（なお，‘This　Play7昭45i）ettcr　than　it

acts”あるいはreader（読本）のr受動的」意味と関係があるのか，今のところは

わからない）。

IV

　以上のように，少数の複合形容詞を検討してみても，変形的処理方法ではきわめて

むずかしい例がある。たしかに，かなり適用範囲の広い規則を作ることもできるし，

文法性と生産性とが認められる以上，複合形容詞が個々別々に派生されるはずがない。

そこで現状としては，変形的派生方法に不備があることは確かであるが，これを改善

し克服することが可能と考えるかあるいは致命的欠陥と考えるかによって進む方向が

分れよう。別の方法ということになると，余剰規則を用いてレキシコンの中に語形成



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53

に関する情報を含むことが考えられているが（Jackendoff1975），そのような結論に

達するにはこれからの研究にまたなくてはならないのは言うまでもない。さらに，複

合語形成の規則をつくるには，その要素となる語の統語論的・意味論的特徴がもっと

解明されなくてはならず，そうなれば文法のしくみ全体における語形成の位置や役割

もおのずからだんだんと定まってくるであろう。
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